




重点実施事項 実施具体策 基準年度 実績値（令和３年度） 令和６年度目標値 令和６年度 実績値 実績の要因及び今後の対応策

「農業所得アップ運動」の実践
販売品取扱高 13億 5,763 万円 14億 7,500 万円 11億 9,841 万円 令和 6年度の販売高についてはほぼ計画比をクリアしましたが、3年間で離農による生産量の減少や子牛価格の低迷等あり3カ年の対比

は落ち込みました。高温対策が生産量の確保に重要な対策の為、各品目関係機関と協力し、補助事業も活用しながら対応していきます。

JA職員による援農作業 援農作業の取り組み 実践 利用農家  ９戸　 支援者数  ４１名 申込はあるものの、時期が重なるため支援者数の確保が必要であり、今後も JA、天草市職員だけでなく、JA女性部や一般の方へも依頼し、利用農家の声に応えていきます。

農業所得アップを実現する体制の構築
営農指導員数の確保 営農指導員数  １０名 １１名 ８名 退職者もあり人員は減少しましたが、補助事業などは品目にかかわらず対応できる為、協力して対応していきます。又、融資などの相談も

含め専門部門と共同で出向く体制を図り、相談役として訪問活動を充実します。
TAC等による巡回 営農法人等  ８法人　 新規就農者  １３人 ９法人　１６人 ８法人　１７人 営農組合だけでなく専門部会にも目的をもって訪問し、スマート農業や負担軽減資材などの情報提供を今後も行っていきます。

担い手と連携した地域農業振興
研修生の受け入れ １法人受入 受入・支援 １法人受入 研修による技術面、経営面も指導し後継者育成として取組みました。今後も持続可能な農業を目指し後継者育成に努めていきます。

天草市新規就農サポートセンターでの受入・支援 受入・支援 受入・支援 ２件受入・支援 サポートセンターと協力し今後も担い手確保に努めます。又、規模拡大等の要望にも情報提供を行い生産量の確保に努めていきます。

生産者の手取り最大化を目的にトータ
ルコスト低減に向けた取組みの実践 営農購買取扱高

肥料　　　8,500 万円 
飼料　1億 6,000 万円 
農薬　　　8,500 万円 
資材　　　6,100 万円

肥料　　　8,600 万円 
飼料　1億 5,000 万円 
農薬　　　8,500 万円 
資材　　　6,000 万円

肥料　 　8,445 万円 
飼料　2億 348 万円 
農薬　 　9,318 万円 
資材　 　5,943 万円

資材価格の高騰や管轄外からの飼料購入により取扱高は計画を上回りました。しかし、供給原価も上昇している為、少しでも安価供給がで
きるよう、３ＪＡによる共同仕入れや共同入札を今後も継続していきます。

農業機械及び農機ステーション利用拡大に
向けた取り組み 格納施設としての農機ステーションの充実 農作業終了後に点検整備を行い、

格納庫として利用
ステーション事業の
利用拡大と充実 ５４台利用 農業者の機械の保有台数の増加や大型機械格納庫としてＪＡ保有の施設を利用し喜ばれていますが、現在の施設では限界がきている為、令

和７年度は五和地区の旧玄米倉庫を新たに農機ステーションとして予定しています。
生活用品全般の利用拡大に向けた 
取り組みの実践 生活購買取扱高 3億 200万円 3億円 2億 7,707 万円 令和６年度はふれあい感謝祭を開催しませんでしたが、聴力測定会の開催で計画に近い実績となりました。令和７年度については昨年同様、ふれあい感

謝祭は開催しませんが、仏壇展示会の開催やミニ展示会を開催する予定にしています。フジ医療器と連携し、補聴器推進を行い実績に繋げていきます。

グリーントップ事業の取り組み強化 営農指導と連携した産直生産者の育成と
産直品の確保

産直品取扱高 
2 億 7,200 万円 2億 9,000 万円 3億 6,201 万円 営農指導により産直会員の栽培技術が向上し、品ぞろえが豊富となったことから、消費者の需要が増えました。今後も品ぞろえを豊富にす

るため、定期的な栽培講習会の実施や協議会を開催し会員相互の栽培技術の充実に努めます。

JAくらしの活動を通じた地域の 
活性化・生活インフラ機能の充実

健康寿命１００歳プロジェクトの実施 ウォーキング大会実施 ウォーキング大会 
年１回実施

ウォーキング大会
本渡南地区にて開催

コロナ明けで２回目のウォーキング大会を本渡南地区で１２月７日に開催し、参加者が７５名で計画の半数となりました。令和５年度は抽選会を行わなかった為、参加
人数が減少したと思われます。令和６年度は抽選会を行いましたので令和７年度の二江地区で開催するウォーキング大会は参加者が増えることを期待しています。

くらしの活動満足度調査 
（アンケートの実施）

満足度　９０％
（女性大学のみ実施） 満足度　９５％ ・女性大学　　　　  満足度　92.5％ 

・ウォーキング大会　満足度　95.8％
女性大学については、ミカンの収穫体験やロウソク作り等の現地研修を行い、充実した内容で満足度は92.5％でした。ウォーキング大会
については、７５人の参加で計画の半数でしたが、抽選会を行い喜ばれました。次回も参加したいとの声もあり、満足度は95.8％でした。

准組合員・協力組織に対する活動・ 
事業への参加・事業利用拡大

青壮年部　正組合員数 
　　　総代数

１３７名
  ５４名

正組合員加入促進 
青壮年部総代登用促進

１２１名 
  ５０名

正組合員数及び総代数が共に減少となりました。令和７年度は支部の集約を行い、正組合員加入や改選となる総代への登用を共に促して
いきます。

女性正組合員比率 
総代女性占有率 
女性理事数

21.9% 
  5.2% 
     ３名

女性正組合員加入促進 
女性総代登用促進 
女性理事登用促進

21.8% 
  5.9% 
     ２名

正組合員数については微減、総代数については微増・理事登用数については昨年と同数となっています。令和７年度は支部の集約を行い
正組合員加入促進や改選となる総代への登用を共に促していきます。

厚生部門 がん健診等への受診啓発 チラシ配布により受診勧奨 チラシ配布により受診勧奨 大腸がん健診（組合員向け）の実施３名受診 組合員に健康で農業を継続して頂くために検診を推奨しています。今後は厚生連が行っている人間ドックの周知も行っていきます。

現行中期戦略からの継続取り組み 年金・給振指定口座を増やし、集める貯金から集まる
貯金へ

個人貯金　360億円 
総貯金　　440億円

個人貯金　367億円 
総貯金　　440億円

個人貯金　350億円 
総貯金　　402億円

個人貯金の減少は相続による流出が主な要因です。また、公金が入札できなかったことで総貯金の減少につながりました。安定的な貯金
量を確保する為には個人貯金の獲得は必須であり、地域から選ばれる金融機関を目指していきます。

金融仲介機能発揮 農業者ニーズに応じた資金提供 農業資金新規実行額 
2.2 千万円

農業資金新規実行額 
4.0 千万円

農業資金新規実行額 
2.6 千万円 訪問活動を通じて、中期的な目線を持って営農計画や要望に寄り添った資金ニーズを把握し資金提供に努めます。

利用者基盤強化、組合員・利用者の
豊かなくらしの実現

新規口座開設時付帯取引率 
（主要商品セット率）

新規セット率 
26％

新規セット率 
25％

新規セット率 
23.5％ 口座開設時に使って便利だと実感できる利用方法を提案し主要商品のセット率向上に努めます。

業務効率化 端末オペレーション率の低減 端末オペレーション率 
23％

端末オペレーション率 
19％

端末オペレーション率 
14.6％ QR伝票の活用や法人ネットバンクを推奨し、業務効率化を図っていきます。

内部管理態勢構築・健全性確保 基本方針等の枠組みに沿った管理体制の確立 実践中 取組実践 本店金融課に事務指導担当者を２名
配置し、事務指導並びに検査を実施 内部管理体制の強化を図るため、定期的な事務指導を継続していきます。

全契約者への３Q活動による組合員・
利用者への安心と満足の提供

「あんしんチェック」の実践を通じて組合員・契約者
との関係性の強化・再構築を実現 ー あんしんチェック実施契約者数 

5,000 人 6,146 人
LAを中心とした３Q訪問活動により目標を達成する事が出来ました。今後も組合員・利用者へのさらなる「安心」と「満足」の提供に向けて、
３Q活動を通じた最良の保障・サービスの提供に向けた取組みを全契約者に向けて実施するとともに、利用者満足を意識した契約者フォロー
活動に取り組みます。

「ひと・いえ・くるま・農業」の 
バランスの取れた総合保障の提供

自動車共済の確かな安心保障と掛金のお得感を生かした
損保からの切替提案と更なる安心充実保障の提案強化

自動車共済契約継続率　94.7％ 
クルマスター占有率　　 34.8％

自動車共済契約継続率　95％ 
クルマスター占有率　　 35％

自動車共済契約継続率　95.1％ 
クルマスター占有率　　 37.7％

既契約者への保障充足および他損保への契約流出を防止するため、年間を通じた契約者フォロー活動を実施し、目標を達成する事が出来ま
した。今後も継続契約の確保に向けた自動車共済の期間終了通知および継続の案内を早期に行い、契約の維持を図り、更なる継続率向上を
目指します。また、クルマスター占有率についても各種特約の付帯率向上に向け、グレードアップ提案への取り組み強化を行っていきます。

事務負荷軽減効果の最大化および 
契約者・利用者対応力の強化に向け
た取り組み

ペーパーレス手続きの更なる定着・浸透・利用拡大
への取り組み

ペーパーレス申込手続割合 
・長期共済　  99.4％ 
・自動車共済　97.4％

ペーパーレス申込手続割合 
・長期共済　   95％ 
・自動車共済　95％

ペーパーレス申込手続割合 
・長期共済　   95.5％ 
・自動車共済　99.1％

事務手続きの利便性向上により、大幅な事務負荷軽減を図り、目標を達成する事が出来ました。今後も事務負荷軽減効果を最大活用し、
組合員・利用者への更なる対応力強化を実現するよう取り組みます。

コンプライアンス強化に向けた 
取り組み

コンプライアンス強化のための契約者直送および
連合会直接払割合向上への取り組み ー

契約者直送割合
99％ 

連合会直接払割合
97％

契約者直送割合
99.6％ 

連合会直接払割合
98.6％

コンプライアンス強化に向けて案内書等の直送・共済金の直接払割合の向上に取組み、目標を達成する事が出来ました。今後も継続して
取り組みます。

事業基盤確保に向けた取り組み 保有契約の維持および組合員・利用者の
万全な保障継続に向けた解約・失効率低減の取り組み

長期共済解約・失効率 
2.37％

長期共済解約・失効率 
2.2％

長期共済解約・失効率 
2.68％ 利用者の万全な保障継続に向け、解約・失効率の低減に努めます。

自動車査定部門のコンプライアンス 
への確実な対応

組合員・利用者の期待と信頼に応え続けられる
自動車査定部門を目指す

利用者総合満足度 
95.6％

利用者総合満足度 
95％

利用者総合満足度 
90.1％

コンプライアンスを遵守し、利用者の期待と信頼に応えられるよう部門を挙げて取り組みました。今後は共済連 SCとの連携を密に行い、事故受
付対応や損調体制等のあらゆる面について、利用者視点に立った自動車損害調査サービスの提供を行い、利用者満足度の向上に取り組みます。

組合員・社会からの信頼確保に向けた
ガバナンス・内部統制の確立と経営の
健全性の確保

事務手続きの平準化 クロスチェックの実施 クロスチェックの
年 2回実施

上半期と下半期の２回実施 
結果は理事会に報告

現金を扱う部署に対し現金精査への立会や管理者等への聞き取り等により業務プロセスや管理者の業務知識を確認しています。これにより
気づいた事項について理事会への報告、指導を行いました。

内部監査士資格認定率向上 内部監査士認定率 
27.0％

内部監査士合格者 
２名以上

内部監査士合格者 
0 名合格 

（認定率　35.8％）
認定率は目標を達成していますが、職員の意識向上の為にも資格取得を奨励していきます。

「めざす JA 像」を具現化するための
人づくり

組合員の組織活動・運営への主体的な参加・参画を
促すため、多様なテーマに関する組合員学習活動の実施 女性大学の開催（年３回開催） 女性大学の開催 女性大学　年５回開催 

２９名参加 女性大学については、ミカンの収穫体験やロウソク作り等の現地研修を行い充実した女性大学となりました。

日本農業新聞への積極的な記事送稿 年間送稿数　２７本 年間送稿数　５０本 年間送稿数　３５本 日本農業新聞への送稿数は達成目標の 50件に届きませんでしたが、積極的に送稿し送稿数の増加に努めていきます。

「県下共通の努力目標」達成に向けた
取り組みの実践

労働生産性　  6,000 千円以上 
人件費生産性　　   130％以上 
事業管理費率　　　  95％未満 
不良債権比率　　　  3.2％未満 
単体自己資本比率　12.0％以上

6,850 千円 
　142.11％ 
　 94.87％ 
　　2.02％ 
　 15.41％

6,000 千円以上維持 
　　 130％以上維持 
　　　95％未満維持 
　　  3.2％未満維持 
  現状（±1％）維持

6,472 千円 
　 145.5％ 
　　93.7％ 
　　0.66％ 
　 14.36％

目標値は達成していますが、自己資本比率については基準年度から1.05％下がっています。5つの項目のより一層の改善・上乗せに努め
ていきます。

資本・財務対策 事業利益の確保および利益準備金、目的積立金の造成
事業利益　2,124 万円 
経常利益　5,852 万円 
利益準備金　 6.8 億円 
目的積立金　 4.1 億円

1,192 万円 
8,992 万円 
　 7.2 億円 
　 4.7 億円

  5,734 万円 
11,212 万円 
　　7.5 億円 
　　5.5 億円

事業利益、経常利益ともに計画以上の実績を上げることができました。利益準備金、目的積立金についても計画以上の積み増しができま
した。今後も利益の確保、目的積立金の造成に努めていきます。
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